
「課題提示型」提案募集シート 

 

１ 提案を募集する内容について 

募集テーマ No.35  若者に選ばれるまちづくりに向けた取組 

提案を募集する背景 

（現状・課題） 

有識者らでつくる「人口戦略会議」が発表した「全国 1729 自治体の

持続可能性分析結果リスト」において本市は、出生数が減っていく自然

減対策と人口流出など社会減対策の両方が必要な都市として区分され

た。 

 

【本市の状況】 

・令和 4年の出生率は 1.38、出生数とともに減少傾向 

・15～29 歳は例年 1,000 人前後の転出超過、近年は特に女性の転出

超過が顕著 

・15 歳から 64 歳の生産年齢人口が 2020 年と比べ、2050 年には約

30％減少、20歳代は約 25％減少 

 

こうした状況の中、人口減少・少子高齢化の克服に向け、若者に選ば

れるまちづくりに向けた取組が急務となっている。 

課題解決に向けて 

募集する提案内容 

若者に選ばれるまちづくりに向け、以下のような取組を募集 

(1) 街なかの賑わい創出、エンターテインメントを楽しめる機会の創出

につながる取組 

(2) 子育て世帯の負担軽減につながる取組 

(3) 若者の働きがい・働きやすさにつながる取組 

など 

（実証実験に関する提案の希望：☒あり ☐なし） 

想定する提案の例 

（イメージ） 

（提案内容は下記の例に限定されるものではありません） 

(1) 街なかの賑わい創出、エンターテインメントを楽しめる機会の創出

につながる取組 

 （例） 

  ・街なかの賑わい創出につながるようなイベントの開催 

  ・魅力的なエンターテインメントを楽しめる施設や機会の創出 

・鹿児島中央駅や天文館など、拠点間を歩いて楽しめる環境づくり 

など 

(2) 子育て世帯の負担軽減につながる取組 

 （例） 

  ・経済面、精神面など、子育て世帯の負担軽減につながる取組 

  ・親子で楽しめるイベント・場の創出 

  ・児童クラブの待機児童の解消や幼児教育・保育の質の向上 

   など 

(3) 若者の働きがい・働きやすさにつながる取組 

 （例） 

  ・充実した職場環境やワークライフバランスを重視した企業風土、

稼げる仕事づくりにつながる取組 

   など 

 

（他都市における類似の事例：☒あり ☐なし） 

 

課題解決に向けて、

これまでに実施した

ことがある主な取組 

・若者へのアンケート調査の実施 

 （鹿児島市に住み続けたい・帰ってきたい人を増やすために「しご

と・産業」「結婚・出産・子育て」、「まちの魅力創出」について必

要だと思うこと） 

・その他、各部署で若者に選ばれるまちづくりに向けた取組を実施 



２ 提案にあたっての条件について 

募集期間 
掲載日～令和７年３月３１日 

（但し、予告なく中止することがあります） 

想定している 

実施時期 

（市の事業費負担がない場合） 

☒ 随時 

☐ 令和 年 月～（終了時期は未定） 

☐ その他（                        ） 

 

（市の事業費負担がある場合） 

令和 7年度以降 

提案者に求める 

専門性 

魅力的なまちづくりに関する知見、経験、ノウハウ 

本市から 

提供できるメリット 

☒ 連携事業の広報・ＰＲ                  

☒ 関連するデータ（若者へのアンケート調査など） 

☒ 実施にあたっての関係機関との協議・調整のサポート                               

☐ その他（                        ） 

※上記は現時点で想定している内容です。連携する取組内容によって、

改めて市が負担・協力できる内容を協議・検討させていただきます。 

その他の留意点 

☒ 基本的には、市に事業費の負担が生じない提案を希望しています。 

☒ 現時点での予算措置はありませんが、提案内容により予算措置を検

討することがあります。（市の事業費負担がある提案の実施に関して

は、関係法令等に基づき、改めて、公募等を行います。） 

（以下には、個別の留意点を記載） 

・ 

提案内容に関する 

お問い合わせ先 

（事業所管課） 

鹿児島市企画財政局企画部政策企画課 

電 話：０９９－２１６－１１０６ 

メール：seisaku-k@city.kagoshima.lg.jp 

 


